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東日本大震災以来、復興活動を推進してきた豊間地区。写真奥に塩屋埼灯台を望む

2019年3月に再建
を果たした豊間中
央集会所（下の写
真）を、子育て親子
の交流拠点として
活用する

【表1】キッズスペースの利用状況

【表2】「子どもの学校」の開催実績

2019年12月、とり小屋作りと収穫祭

活動内容と成果
　豊間は室町時代から続く町で、明
治から昭和初期までは豊間村、そ
の後合併を繰り返したのですが、震
災前でも村の頃の自治意識が色濃く
残っていました。豊間区が所有する土
地があり、約3400m2（1100坪）を区
画整理で地区の中央に集めました。
　当初は産業の再生拠点（道の駅
構想）にする予定でしたが、出店希
望者がいなかったことからコミュニ
ティ再生拠点に転換。平成30年度
には集会所の再建、慰霊碑広場、
事務所などの整備を進めました。こ
こを子育て応援拠点としていくため
に次のような活動を進めました。
⑴再建された豊間区集会所と広場
を子育て親子の交流の場として開
放・活用
●子育て親子の交流拠点とするた
めの絵本・遊具の購入と配備
　2019年4月から6月にかけて遊具
や絵本の購入要望を聞くため、子
育て世帯へのヒアリングなどの検討
会を4回実施。絵本44冊、室内遊
具（ボールプール、おままごとセット
など）、室外遊具（ストライダー、一
輪車など）を取りそろえて、集会室
の半分をキッズスペースとして開放
できるようにしました。
●見守り隊メンバーの募集とキッズ
スペース開放のスタート
　4月から5月にかけて見守り人を募
集。30人の目標でしたが12人とい
う結果でした。多くは70代の男性
で、女性は現役の保育士の方が応

募してくれました。6月から土曜と日
曜の週2日間、キッズスペースを開
放することにしました。
　見守りは、10時～13時、13時～
16時の2交代としました。3月以降、
コロナウイルス感染防止のため開
放を一時休止としました。【表1】

●夏休み子どもの学校3日間実施
　夏休み期間中の3日間、福島大学
及び東海大学と日本女子大学の学
生の協力で実施しました。夏休み
の宿題だけでなく、かかし作り、七
夕飾り、寒天作りなどにも挑戦して
もらいました。20年2月にも冬の学
校を試したのですが、集まりが良く
ありませんでした。【表2】
●読み聞かせ会の実施
　見守り人の保育士の方が読み聞
かせ会を月1回（第2日曜）行ってくれ
ることになり、2月に読み聞かせ会
とすいとんパーティーを開催しまし
た。すいとんは餅を食べられない
乳幼児にもおいしく食べてもらおう

団体設立経緯
　東日本大震災の津波で全世帯
の7割に当たる430世帯の家屋を流
失したいわき市豊間地区において、
復興活動を住民主体で推進し住民
の先頭に立つ組織として、震災直
後の2011年9月に会員80名により設
立しました。
　これまでの9年間、まちづくり専
門家の協力を受けつつ住民の協働
の力で、復興計画の行政との調整、
住民ワークショップによるまちづくり
ビジョン作成、離散住民の絆づくり、
災害公営住宅や自力再建による被
災世帯の早期帰還、仮設店舗の開
設運営、復興事業終了後のコミュニ
ティ再生活動とその拠点整備に取
り組んできました。

活動概要と活動対象範囲
　震災前の620世帯の回復に向け、
未利用宅地200区画への子育て世
帯150世帯の移住を目標として、地
域のみんなで子育ての応援をして子
育てするのに良い街とするために、
豊間区全住民、周辺住民、豊間小・
中学校の学区内及び市内の子育て
世代を対象として、次の「めんこいま
ちづくり」を進めることにしました。
①再建された豊間区集会所（豊間
中央集会所）と広場を、子育て親子
の交流の場として開放・活用
②伝統行事・伝統遊び・伝統料理
を子どもに継承する「めんこい多世
代交流会」の開催
③事務局と実行委員会による推進
体制づくり

活動に至った理由や背景
　行政による区画整理などの復興
事業が終わっても、若い世代は戻
らず高齢者が取り残される状況が
進みます。
　豊間では漁業やかまぼこ加工、
民宿などの産業再生は難しく、未帰
還世帯が200世帯にもなります。こ
の被災地共通の課題に対して、復
興を住民の立場で考え、行政に頼
るだけでなく自分たちの手で永続
性のある町に蘇らせることが重要だ
と考えます。そのため豊間では、多
くの未利用となる宅地に子育て世代
に移り住んでもらって、多世代が楽
しく交流できる暮らし、すなわち
とよま暮らしをみんなで創ることを
目指します。

地域・コミュニティ活動助成

ふるさと豊間復興協議会
福島県いわき市
地域と子育て親子で築く“めんこいまちづくり”事業
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「めんこい多世代交流会」では、田植え体験（左の写真）や、とり小屋作り・お焚き上げなどを実施。伝統行事を子どもたちに伝える

【表3】「めんこい多世代交流会」の開催実績

月1回発行する広報誌
「ふるさと豊間だより」

会が別々に取り組んできた活動を
続けるうちに、子どもも大人も多世
代が一緒になってより楽しむことの
できる交流会に発展させようという
ことになりました。伝統行事、遊び、
料理を組み合わせた「めんこい多世
代交流会」を季節ごとに開催するこ
とにしました。
●開催の状況
　伝統行事の主なものは田んぼで
の体験活動であり、田植え（5月）、
稲刈り（9月）、とり小屋作りと収穫
祭（12月）、とり小屋お焚き上げ（1月）
と4回を占めました。
　「田んぼの学校」の代表の田んぼ
を利用してモチ米の苗を手植えをし
たり、子どもも大人も一列に並んで
鎌を持っての稲刈りをしました。
　とり小屋はこの地域独特の風習
で、子ども同士が正月の期間、小
屋の中で一緒に楽しむ場です。そ
れを稲刈りをした後の田んぼに復活
させました。子どもたちが畳縁や縄
で竹の骨組みを結びつけ、笹を運
んで屋根を作り、畳表を周りに張っ
て完成。室内には神棚と囲炉裏を
作り神聖な空間にして、正月明けに

と、豊間に長く住むお母さん方が作
りました。参加者は幼児17名と親
12名でした。
⑵めんこい多世代交流会（伝統行
事・伝統遊び・伝統料理の子ども
への継承）の開催（年5回）
●伝統行事、伝統料理を子どもたちに
伝える「めんこいまちづくり会」の活動
　豊間は伝統ある町なので、神社
のお神輿や獅子舞などの伝統行事
や、サンマなどの海産物を使った伝
統料理が残っていました。また近年
まで子ども会活動も活発でした。
　伝統を子どもたちに継承する地
域文化、子どもたちを大事にすると
いう地域性を取り戻していこうとい
うことで、2017年に当協議会のもと
にいくつかの「めんこいまちづくり
会」を設置しました。
　「とーちゃんの会」は獅子舞を子
どもたちに伝え、「いちごの会（かー
ちゃんたち）」は伝統料理を伝え、「花
と緑の会」は桜の植樹や芝張りとと
もに伝統遊びを伝え、「田んぼの学
校」は田植えや稲刈りの体験、そし
て「とり小屋」という伝統行事を18
年ぶりに復活させるといった活動
に、2年間取り組んできました。
　いずれの会も高齢者が中心です
が、自分たちが頑張ることで子ども
たちが元気になってもらえたら、と
の思いで力を合わせてきました。
●「めんこいまちづくり会」から「めん
こい多世代交流会」の開催へと発展
　伝統を子どもたちに伝えるとい
う、それぞれのめんこいまちづくり

この囲炉裏で無病息災を願う餅や
鮭をいただきました。そして正月飾
りや縁起物を納めた後に火をつけ
て、とり小屋をお焚き上げしました。
竹の弾けるバーンという大きな音に
驚く子どもたちでしたが、ちょうど
満月が昇ってきて月の光と炎の光と
のコラボレーションでした。
　忘れ去られようとする伝統遊び
は数多くありますが、竹馬、カラー
ボールでの金魚すくい、凧揚げなど
に取り組みました。竹馬作りはまず
まちづくり会メンバーが地域の竹林
から切り出した竹に、子ども1人1人
が足板を付けておそるおそる歩く練
習をしました。子どもたちも、すぐ
にはうまく乗れないものでした。
　凧作りは六角形の和紙に自由に
絵を描き、竹ひごを縦と横に接着
し、足と糸をつけて完成。凧揚げ
は集会所のすぐ脇の防災芝生広場
で。適度な風が吹いていて天高く
揚がり、子どもだけでなく高齢者も
みんなが時間を忘れて遊びました。
　伝統料理はかーちゃんたちが頑
張りました。柏餅作り、綿あめ、か
き氷、地域の名物料理であるサン

マのポーポー焼きとメヒカリのから
揚げ、餅つきとあんころ餅・きなこ
餅、七草粥など多彩な料理を子ど
もたちと一緒に手作りしました。柏
の葉は、地元の昔からの家の裏山
の木から採らせてもらいました。サ
ンマが大不漁でしたが、わずかに
手に入れたサンマを細かく刻み、
味噌、薬味を混ぜて小判型に丸め
てホットプレートでポーポーと焼いて
味わいました。七草粥では七草が
植えてある鉢を取り寄せて、実際に
子どもたちに見てもらいました。
　第6回の3月末の旧暦のひな祭り
はコロナウイルス感染予防のため、
残念ながら中止としました。【表3】
(3)事務局と実行委員会による推進
体制づくり
●事務所の新規開設と常駐体制
　仮設だった事務所建物を集会所
脇に移設。会長をはじめ5人が週4
日間（月・火・木・金）常駐して、復
興まちづくりなどの実務に取り組み
ました。
●事務局会議
　復興まちづくりにどのように取り
組むかの具体策を検討するため、
事務局5名とまちづくり専門家アド
バイザーとで、2～ 3時間の会議を
隔週計22回開きました。
●めんこい多世代交流実行委員会会議
　実行委員会は各めんこいまちづく
り会の代表など、30名で構成され
ています。事務局で検討した具体
策をもとに細かな役割分担を検討
するため、2時間程度の会議を月1
回計9回開催しました。
●活動の広報
　住民に広く活動を知ってもらうた
め、広報誌として「ふるさと豊間だ
より」を月1回、計12回発行しました。
この他Facebookによる発信にも努
めました。各活動の開催案内は各
回チラシを地区内の全世帯に配布
するとともに、豊間小中学校の全

児童生徒にも配布するようにしまし
た。また、のぼり旗を20本作成して
会場にたなびかせることにしました。

課題と解決方策
●集会所と広場を子育て親子の交
流の場として開放・活用
　子育て支援は本来行政が行うこ
とで、なぜ自分たちがそこまでやら
なければならないのか、集会所利
用中の子どもの事故の責任はどうな
るのか、といった意見もありました。
自治会保険には入りましたが、公園
などと同じく場所だけを提供するも
ので、利用者の自己責任で親など
が一緒の場合のみ利用できることと
し、見守り人には監視の義務や責
任はなく鍵の開け閉めなどの役割
だということを明確にしました。
　小学生以上の子どもだけでの利用
や平日の開放の要望もありますが、
そこまで拡大することはまだ難しく、
順次発展の形を考えたいと思います。
●めんこい多世代交流会の開催
　初めてのことが多いうえ内容も盛
りだくさん、リハーサルもなくぶっつ
け本番のために、進め方の共通イ
メージが持てなくてモタモタする場
面が多々ありました。子どもの喜ぶ
顔を見て一緒に楽しめれば全て何と
かなるのではと、楽観的に進めます。
●事務局と実行委員会による推進
体制づくり
　70代が中心になって進めている
ので、だんだん9年間の疲れが出て

きています。身体も無理がきかなく
なって、次の世代にどう引き継いで
いくか、若い世代にもっともっと関
わってもらうようにするかが大きな
課題です。

今後の予定
　本年度に取り組み始めた3つの活
動は、助成を受けたことでまずまず
のスタートが切れました。継続は力
なりで、これをどのように無理なく
楽に継続するかが大事です。
　まず最初の3年間は、参加者が多
い少ないという数字にとらわれずに
「続ける」ことを目指します。誰か少
数のメンバーだけが頑張ることのな
いよう、できるだけ多くの住民が自
分のこととして参加できるようにし
たいものです。5年10年後には、そ
うした活動が日常の生活の中に組
み込まれ浸透していくことで、地域
のみんなで子どもを守り育てるとい
う「とよま暮らし」が復興できたらと
考えています。

ふるさと豊間復興協議会
2011年9月設立／メンバー数：87人／代表者：遠藤 守俊（えんどう・もりとし）
●〒970-0224　福島県いわき市平豊間字下町149-2

0246-98-6100　 toyoma-fukkou@sweet.ocn.ne.jp
toyoma-fukkou.wixsite.com/furusato-toyoma/
www.facebook.com/furusato.toyoma/

新たに子育て世代を温かく迎え入れて共に楽しむ「とよま暮らし」を創り出すため、
住民1人1人の参加・協力・協働による「めんこいまちづくり」を進め、地域のみん
なで子どもたちを見守り、子育てを応援します。


